
平成２９年度
新規事業候補箇所説明資料

一般国道５６号
佐賀大方道路

資料－３



４. とりまとめ

３. 地域の課題と一般国道５６号佐賀大方道路の整備効果

２. 一般国道５６号佐賀大方道路の概要

１. 対象地域の状況

５. 計画段階評価の審議経過

1



１. 対象地域の状況
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対象地域の状況

○四国横断⾃動⾞道は、徳島県阿南市から⾼知県四万⼗市に⾄る阿南四万⼗線と
愛媛県南宇和郡愛南町から愛媛県⼤洲市に⾄る愛南⼤洲線の２路線で構成され
る延⻑約440kmの⾼規格幹線道路である。

○佐賀〜四万⼗間は、四国横断⾃動⾞道のうち、東側を窪川佐賀道路、⻄側を中
村宿⽑道路に挟まれた、未事業化区間となっている。

1.四国横断自動車道の概要

■高知県西南地域の高規格幹線道路の整備状況
佐賀大方道路

四国横断自動車道 約440km

阿南市

大洲市

■広域位置図

⾼知県
幡多郡⿊潮町佐賀
はた くろしおちょうさが

⾼知県
幡多郡⿊潮町⼊野

佐賀⼤⽅道路 延⻑14.0ｋｍ

あなん しまんと あなん しまんと

みなみうわ あいなんちょう おおず あいなんおおず

さが しまんと くぼかわ さが

むらすくも

⼤⽅ＩＣ(仮称)
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くろしおちょういりのはた

さが おおがた

さが おおがた

凡 例

直轄国道

補助国道

開通

事業区間

新規事業候補区間

宿⽑市

⼤⽉町 ⼟佐清⽔市

三原村

四万⼗市
⿊潮町

四万⼗町

中⼟佐町

津野町檮原町

中⼟佐ＩＣ

四万⼗町東ＩＣ

四万⼗町中央ＩＣ

拳ノ川ＩＣ(仮称)

佐賀ＩＣ(仮称)

四万⼗ＩＣ

間ＩＣ

平⽥ＩＣ

宿⽑ＩＣ(仮称)

⾄ ⾼知市

⾄ 宇和島市

四万⼗町⻄ＩＣ

L=14.8km

L=5.0km

L=6.1km

L=6.2km

L=6.1km

L=7.0km

L=7.6km

H10年度事業化
H24.12.9開通

H24年度事業化
（事業中）
H17年度事業化
H30年度 開通予定

H24年度事業化
（事業中）

S51年度事業化
H21.3.20開通

S51年度事業化
H14.9.13開通

H元年度事業化
H31年度 開通予定

四国横断⾃動⾞道
（新直轄）

窪川佐賀道路
（窪川⼯区）

⽚坂バイパス

窪川佐賀道路
（佐賀⼯区）

中村宿⽑道路

ゆすはらちょう つのちょう

すくも

みはらむら

くろしおちょう
しまんと

なかとさちょう

新直轄事業(14.8km)：平成１０年度事業化
（中⼟佐〜窪川） 平成２４年度までに全線開通

窪川佐賀道路 ：平成２４年度事業化
(11.2km) 

⽚坂バイパス ：平成１７年度事業化
(6.1km)       平成３０年度開通⾒通し

中村宿⽑道路 ：昭和５１年度事業化(四万⼗〜平⽥)
(20.7km) 平成元年度事業化(平⽥〜宿⽑)

平成２１年度までに開通(四万⼗〜平⽥)
平成３１年度開通⾒通し(平⽥〜宿⽑)

佐賀⼤⽅道路 ：都市計画決定［H29.1.27］
（14.0km）

上川⼝ＩＣ(仮称)

なか

とさしみずおおつきちょう

しまんとちょう

うわじま

しまんとちょうひがし

なかとさ

こうち

しまんとちょうちゅうおう

しまんとちょうにし

こぶしのかわ

さが

かみかわぐち
おおがた

しまんと

はざますくも

ひらた



２.一般国道５６号佐賀大方道路の概要
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【事業概要】

【事業の経緯等】

標準断面図

（単位：ｍ）

（一般部） （橋梁部）

（トンネル部）

・事業名：⼀般国道５６号 佐賀⼤⽅道路
・起終点：⾼知県幡多郡⿊潮町佐賀〜⾼知県幡多郡⿊潮町⼊野
・延⻑等：１４．０ｋｍ（第１種第３級、設計速度８０ｋｍ／ｈ）
・⾞線数：２⾞線（⾃動⾞専⽤道路）
・全体事業費：約５８０億円
・計画交通量：約８，０００台／⽇

一般国道５６号佐賀大方道路の概要

は た くろしおちょう さが は た くろしおちょう いりの

事業位置図

片坂バイパス L=6.1km
（事業中）H30開通予定

窪川佐賀道路 L=5.0km
<窪川工区>（事業中）

窪川佐賀道路 L=6.2km
<佐賀工区>（事業中）

佐賀大方道路
L=14.0km

四万十町中央IC

四万十町東IC

四万十町西IC

（仮）拳ノ川IC

（仮）佐賀IC

（仮）上川口IC

（仮）大方IC

四万十IC
間IC平田IC

（仮）宿毛IC

中村宿毛道路L=20.7km

H31開通予定

くぼかわさが

かたさか

くぼかわさが

くろしおちょうさが

56

321321

439
441

なかむらすくも

しまんとちょうひがし

しまんとちょうちゅうおう

しまんとちょうにし

こぶしのかわ

さ が

かみかわぐち

おおがた

しまんと
はざまひらた

すくも

439

佐賀大方道路

香川県

高知県
愛媛県

徳島県

広域図

さ が おおがた

凡例

開通済区間

事業中区間 対象区間

調査中区間□ □ □ □□

・平成27年4⽉9⽇：計画段階評価⼿続き完了
・平成29年1⽉27⽇：都市計画決定⼿続き完了
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黒潮町佐賀

黒潮町入野
くろしおちょういりの



３. 地域の課題と
一般国道５６号佐賀大方道路の整備効果
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浸水予測域

黒潮町現役場

黒潮町新役場
国道56号の

約75％が浸水

■佐賀～入野間を移動する経路における津波浸水予測区間の延長

地域の課題と一般国道５６号佐賀大方道路の整備効果

1. 防災機能の強化と災害に強いまちづくりを支援

【課題】

【整備効果】

●南海トラフ地震は今後30年以内の発⽣確率が70%であり、⿊潮町の最⼤津波⾼さは⽇本最⼤の34mと予測。
唯⼀の幹線道路の国道56号（⿊潮町佐賀〜⼊野）のうち約75%が浸⽔。

○南海トラフ地震等災害時、津波浸⽔する国道56号に代わり、浸⽔しない⾼さを確保した佐賀⼤⽅道路により
円滑な救援活動・物資輸送に寄与。

●地域の防災拠点である⿊潮町役場（平成29年度⾼台移転）は、周辺浸⽔により孤⽴し周辺地域の救助活動、
地域外への⽀援拠点としての機能が発揮出来ない。

○津波浸⽔域を避けつつ役場や防災拠点、集落と接続し、⿊潮町が⾏う避難道整備や庁舎⾼台移転などと連携し
て防災を踏まえたまちづくりに寄与。

■黒潮町役場周辺の津波浸水予測図 ■まちづくりとの連携メニュー

佐賀大方道路 Ｌ＝約１４ｋｍ

佐賀IC(仮称)

上川⼝IC(仮称)

⼤⽅IC(仮称)

防災拠点
（県立青少年の家）

津波高34ｍ

さがおおがた

防災拠点
（大方くじら保育園）

防災拠点
（黒潮町新庁舎移転地）庁舎⾼台移転

避難道整備 休憩施設整備（防災拠点）

凡 例

計画ルート 一般国道(直轄国道) 県道

鉄道 防災拠点施設 市街地・集落

津波浸水予測区間(R56) 津波浸水予測域 標高100m以上エリア

【現況】 １３．５ｋｍ（現国道56号経由）

→ 【整備後】 ０ｋｍ（佐賀⼤⽅道路経由）

浸⽔エリアを通過せず庁舎と連絡
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くろしおちょう

さ が いりの

くろしおちょう

さ が いりの

さ が おおがた

くろしおちょう



【現況】120分 → 【整備後】110分（10分短縮）

■高知龍馬空港から四万十市への所要時間
こうち りょうま し まん と

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

H26H25H24H23H22H21H20

H20年を1.0として算定

資料：県外観光客入込・動態調査報告書（高知県）

幡多地域

高速道路開通地域
（中土佐町、四万十町）

資料：国内のクロマグロ養殖実績について（水産庁）

高速道路開通
中土佐～四万十
町中央（H24.12）

高速道路開通
中土佐～四万十
町中央（H24.12）

松山空港

高知空港

幡多地域

足摺宇和海国立公園
あしずりうわかい

地域の課題と一般国道５６号佐賀大方道路の整備効果

2. 周遊観光・地域産業促進による高知県西部の活性化

【課題】

【整備効果】

●四国横断⾃動⾞道の延伸により、開通地域の観光客数が増加する⼀⽅、⾼速道路から離れた⾼知県⻄部に位置
する幡多地域は減少傾向。

○⾼知市周辺や⾼知⿓⾺空港から、幡多地域の観光地や漁港等への移動時間を短縮し、定時性を確保することで、
地域経済活動の活性化が期待される。

●県は、「⾼知県産業振興計画」において平成37年までに県外観光客数470万⼈を⽬標としており、幡多地域の
四万⼗川や⾜摺宇和海国⽴公園などの地域資源を活かした周遊観光の促進が⼤きな課題。

●幡多地域は「⾼知県産業振興計画」において『⽇本⼀の種苗⽣産（クロマグロ）拠点の形成』として位置付け
られ、出荷量も増加傾向であるが、⾼速道路未整備による流通の速達性が課題。

■佐賀大方道路を中心とした広域観光周遊ルート ■幡多地域の観光客数の推移 ■幡多地域産クロマグロの出荷量

38番札所金剛福寺
こんごう ふくじ

佐賀大方道路

四万⼗町中央IC

四万⼗IC

しまんとちょうちゅうおう

しまんと

●

●

さがおおがた

●

●
佐賀IC(仮称)
さが

⼤⽅IC(仮称)
おおがた
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は た

は た

しまんと あし ずり う わ かい

は た しゅびょう

こうち りょうま は た

さが おおがた は た は た

黒
潮
町
入
野

黒
潮
町
佐
賀

写真の出典）
38番札所⾦剛福寺：⾼知県観光振興部
⾜摺岬：⼟佐清⽔市観光協会
佐⽥沈下橋：四万⼗市

佐田沈下橋
（四万十川）

さ だ

足摺岬
(足摺宇和海国立公園)

あしずり

足摺海洋館（H32夏完成予定）

あしずり

※検討中の外観イメージ

く
ろ
し
お
ち
ょ
う
い
り
の

く
ろ
し
お
ち
ょ
う
さ
が



3. 安心安全な高次医療施設へのアクセス

【課題】

【整備効果】

地域の課題と一般国道５６号佐賀大方道路の整備効果

●⾼知県⻄部の⾼度救急医療などを⾏える⾼次医療施設は幡多けんみん病院しかなく、約12,600⼈（⾼幡地域
南部の⼈⼝の約5割）が60分以内に到達できない状況。

○佐賀⼤⽅道路の整備により、⾼次医療施設への60分圏域が拡⼤し、⾼幡地域南部へのカバー率が増加。
○⾼幡地域南部から⾼次医療施設への搬送時間短縮や安静搬送により、患者への負担を軽減。

9

は た こうばん

こうばん

こうばん

さ が おおがた

▶四万⼗町中央ICから幡多けんみん病院間の所要時間
【現況】61分 → 【整備後】51分（10分短縮）

▶⾼幡地域南部の⾼次医療施設への60分圏域⼈⼝
【現況】約13,800⼈（52%）

→【整備後】約17,500⼈（66%）

▶国道56号(⿊潮町佐賀〜⼊野)の
R＜150mのカーブ区間

【現況】 31箇所（国道56号）
→ 【整備後】 0箇所（佐賀⼤⽅道路）

は たしまんとちょうちゅうおう

こうばん

さ が いりの

■ 高次医療施設（幡多けんみん病院)60分圏域

佐賀IC(仮称)
さ が

平田IC

し まん と

ひらた

◎
◎

◎

◎

高幡地域

幡多地域

◎

高次医療施設６０分圏域の拡大

四万十町中央IC

大方IC(仮称)
おおがた

四万十IC

し まん と ちょうちゅうおう

◎

幡多けんみん病院からの60分圏域

高次医療施設60分圏域の拡大範囲

高幡地域の市役所・町役場

佐賀大方道路
幡多けんみん病院



事業の効果

●いよ⼩松ＪＣＴ〜⾼知ＪＣＴ間における総費⽤は1,435億円、３便益による総便益は1,991億円で
費⽤便益⽐は1.4

●佐賀⼤⽅道路における総費⽤は425億円、3便益による総便益は432億円で費⽤便益⽐は1.02

項⽬ ＪＣＴ間 佐賀・⼤⽅

総費⽤（Ｃ） 1,435 425

事業費 1,298 402

維持管理費 137 23

総便益（Ｂ） 1,991 432

⾛⾏時間短縮便益 1,661 357

⾛⾏経費減少便益 243 53

交通事故減少便益 88 22

費⽤便益⽐（B/C） 1.4 1.02

経済的内部収益率（EIRR） 6.3% 4.1%
※１：ＪＣＴ間とは、いよ⼩松ＪＣＴ〜⾼知ＪＣＴを対象とした場合
※２：基準年（平成28年）における現在価値を記載
※３：費⽤及び便益の合計は、表⽰桁数の関係で計算値と⼀致しないことがある 10



事業の効果

11
○印は「事業を実施する場合」と「事業を実施しない場合」の⽐較対象 ※1 ：新規事業候補箇所のB/C等の算定にあたり、事業中区間は将来ネットワークに含む ※2：基準年をH28として計算

高知県

愛媛県

凡 例

開通済区間

事業中区間

調査中区間

対 象 区 間

□□□
■■■

開通済区間
L=75.4ｋｍ

（松山自動車道）

開通済区間
L=6.3ｋｍ

（大洲道路）

開通済区間
L=15.7ｋｍ

（松山自動車道）

開通済区間
L=16.3ｋｍ
（宇和島北
～西予宇和）

開通済区間
L=17.5ｋｍ

（宇和島道路）

事業中区間
L=10.3km

（津島道路）

調査中区間
L=29ｋｍ

事業中区間
※一部開通済

L=20.7km
（中村宿毛道路）

調査中区間
L=7.9Km

新規事業
候補箇所

L=14Km
（一般国道56号佐

賀大方道路）

事業中区間
L=6.2km

（一般国道56号窪
川佐賀道路
佐賀工区）

事業中区間
L=6.1km

（一般国道56号
片坂バイパス）

事業中区間
L=5.0km

（一般国道56号
窪川佐賀道路
窪川工区）

開通済区間
L=21.8ｋｍ
（須崎新荘
～窪川）

開通済区間
L=4.6ｋｍ

（須崎道路）

開通済区間
L=34.2ｋｍ

（高知自動車道）
B/C EIRR

新規事業

候補箇所
※1 ※1 ○ ※1 ※1 ※1 1.02 4.1％

ＪＣＴ間※2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.4 6.3%

四国横断自動車道
いよ小松JCT～高知JCT

Ｌ＝約291ｋｍ



整備前 整備後 通常時 災害時
0.75 0.22

［Ｃ］ ［Ｂ］
1.00 0.85
［Ｄ］ ［Ｃ］

評価

◎
（0.09） （0.15）

累積脆弱度
の変化量

▲1320.79

▲193.05

改善度

0.21 0.58

改善
ペア数

（13）

74

脆弱度
（防災機能ランク）

事業の効果

●いよ⼩松ＪＣＴ〜⾼知ＪＣＴ間における防災機能評価の脆弱度は、整備前0.75[Ｃ]から整備後0.22[Ｂ]となる。
●佐賀⼤⽅道路における防災機能評価の脆弱度は、整備前1.00[D]から整備後0.85[C]となる

注）上段の値は、いよ⼩松JCT〜⾼知JCTを対象とした場合、下段の（ ）書きの値は事業化区間を
対象とした場合の防災機能評価結果。

※被災する拠点の最寄りインターチェンジを拠点とし評価
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・高知県西部の高度救急医療などを行える高次医療施設は

幡多けんみん病院しかなく、約12,600人（高幡地域南部の人

口の約5割）が60分以内に到達できない状況。

・南海トラフ地震等災害時、津波浸水する国道56号に代

わり、浸水しない高さを確保した佐賀大方道路により円

滑な救援活動・物資輸送に寄与。

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

H26H25H24H23H22H21H20

一般国道５６号（四国横断自動車道） 佐賀大方道路に係る新規事業採択時評価

２．課題

３．整備効果

１．事業概要

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

注）上段の値は、いよ小松JCT～高知JCTを対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象とした場合の
費用便益分析結果

※１： EIRR：経済的内部収益率
※２：基準年（平成28年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4％）

さ が おおがた

効果３ 安全・安心な医療アクセスの確保[◎]

・県は、「高知県産業振興計画」においてH37年まで

に県外観光客数470万人を目標としており、幡多

地域の四万十川や足摺宇和海国立公園などの地

域資源を活かした周遊観光の促進が大きな課題

（図５）。

①南海トラフ地震等に対する地域ネットワークの脆弱性

③高次医療施設へのアクセス

・津波浸水域を避けつつ役場や防災

拠点、集落と接続し、黒潮町が行う

避難道整備や庁舎高台移転などと

連携して防災を踏まえたまちづくり

に寄与（図８）。

・高幡地域南部から高次医療施設への搬送時間短

縮や安静搬送により、患者への負担を軽減（図７）。

効果２ 観光振興や地域産業支援に寄与[◎]

B/C EIRR※1 総費用 総便益

1.4
(1.02)

6.3%
(4.1%)

1,435億円※2

(425億円※2)
1,991億円※2

(432億円※2)

■道路ネットワークの防災機能評価結果

・南海トラフ地震発生時に住民の避難や緊急物資の輸送を支える「命の道」として機能するよう津波浸水域を避けつつ役場や防災拠点、集落を連絡

・都市部や空港からのアクセスを改善し、高知県西部における広域観光周遊ルートを活用した観光振興や地域産業を支援

・高次医療施設へのアクセス向上により、緊急搬送など医療活動を支援

こう ばん

・高知市周辺や高知龍馬空港から、幡多地域の観

光地や漁港等への移動時間短縮、定時性を確保。

・地域の防災拠点である黒潮町役場(平成29年度高台移転)

は、周辺浸水により孤立し周辺地域の救助活動、地域外

への支援の拠点としての機能が発揮出来ない（図３）。

図５ 佐賀～入野を中心とした広域観光周遊ルート

・南海トラフ地震は今後30年以内の発生確率が70%であり、

最大津波高さは日本最大の34mと予測。唯一の幹線道路

の国道56号（黒潮町佐賀～入野）のうち約75%が浸水。

②周遊観光・地域産業促進による高知県西部の活性化

・四国横断自動車道の延伸により、開通地域の観光

客数が増加する一方、高速道路から離れた高知県

西部に位置する幡多地域は減少傾向（図４）。

・起終点：高知県幡多郡黒潮町佐賀

～高知県幡多郡黒潮町入野

・延長等：１４．０ｋｍ

（第１種第３級、２車線、設計速度８０ｋm/h）

・全体事業費：約５８０億円

・計画交通量：約８，０００台／日

は た くろしおちょう さ が

乗用車 小型貨物 普通貨物

約5,300台/日 約1,500台/日 約1,200台/日

は た くろしおちょう いりの

は た

佐賀大方道路 Ｌ＝約１４ｋｍ
凡 例

計画ルート 鉄道

一般国道(直轄国道) 市街地・集落

県道 津波浸水予測区間(R56)

防災拠点施設 津波浸水予測域

標高100m以上エリア

佐賀IC(仮称)

上川⼝IC(仮称)

⼤⽅IC(仮称)

防災拠点
（黒潮町新庁舎移転地）

防災拠点
（県立青少年の家）

防災拠点
（大方くじら保育園）

津波高34ｍ

図３ 黒潮町役場周辺の津波浸水予測図

浸水予測域

黒潮町現役場

黒潮町新役場
国道56号の

約75％が浸水

高知空港

図６ 幡多地域産クロマグロの出荷量

H20年を1.0として算定

・幡多地域は「高知県産業振興計画」

において『日本一の種苗生産（クロマ

グロ）拠点の形成』として位置付けら

れ、出荷量も増加傾向であるが、高

速道路未整備による流通の速達性

が課題（図６）。
図４ 幡多地域の観光客数の推移
出典：県外観光客入込・動態調査報告書（高知県）

幡多地域

高速道路開通地域
（中土佐町、四万十町）

出典：国内のクロマグロ養殖実績について（水産庁）

幡多地域

片坂バイパス L=6.1km
（事業中）H30開通予定

図２ 事業位置図

窪川佐賀道路 L=5.0km
<窪川工区>（事業中）

窪川佐賀道路 L=6.2km
<佐賀工区>（事業中）

佐賀大方道路
L=14.0km

四万十町中央IC

四万十町東IC

四万十町西IC

（仮）拳ノ川IC

（仮）佐賀IC

（仮）上川口IC

（仮）大方IC

四万十IC
間IC平田IC

（仮）宿毛IC

中村宿毛道路L=20.7km

H31開通予定
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なかむらすくも
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は た

高速道路開通
中土佐～四万十
町中央（H24.12）

高速道路開通
中土佐～四万十
町中央（H24.12）
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こう ばん
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ひらた

すくも

439

佐賀大方道路

香川県

高知県
愛媛県

徳島県

図１ 広域図

さがおおがた

くろしおちょう さ が い り の

は た

くろ しおちょう

足摺宇和海国立公園
あしずりうわかい

図８ まちづくりとの連携メニュー

凡例

開通済区間

事業中区間

調査中区間

対象区間

□ □ □ □□

防災拠点
（黒潮町新庁舎移転地）

庁舎⾼台移転

さがおおがた

避難道整備

■黒潮町佐賀～入野間を移動する経路における

津波浸水予測区間の延長

【現況】１３．５ｋｍ（国道56号経由）→【整備後】 ０ｋｍ（佐賀大方道路経由）

休憩施設整備（防災拠点）

佐賀大方道路

効果１ 防災機能の強化・災害に強いまちづくりを支援[◎]

38番札所金剛福寺
こんごうふくじ

しまんと

四万十IC

●

●

松山空港

・当該道路の整備により、高次医療施設への60分圏域が拡大

し、高幡地域南部へのカバー率が増加（図７）。
こう ばん

しまんとちょうちゅうおう

四万十町中央IC

さ が

おおがた

かみかわぐち

しゅびょう

浸⽔エリアを通過せず庁舎と連絡

こうち りょうま

■高知龍馬空港から四万十市への所要時間

【現況】 120分 → 【整備後】 110分 （１０分短縮）

し まん と

■四万十町中央ICから幡多けんみん病院までの搬送時間が短縮

【現況】 ６１分 → 【整備後】 ５１分 （１０分短縮）

■高幡地域南部の高次医療施設への60分圏域人口のカバー率が

増加

【現況】約13,800人（52%）→【整備後】約17,500人（66%）

■国道56号（黒潮町佐賀～入野）のR<150mのカーブ区間減少

【現況】３１箇所（国道56号） → 【整備後】０箇所（佐賀大方道路）

は たし まん と ちょうちゅうおう

こ う ば ん

くろしおちょう さ が いりの

さ が おおがた

図７ 高次医療施設（幡多けんみん病院)60分圏域
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（図１，２）

佐田沈下橋
（四万十川）

さだ

足摺海洋館（H32夏完成予定）

あしずりかいようかん

※検討中の外観イメージ 足摺岬
(足摺宇和海国立公園)

あしずりみさき

幡多けんみん病院

高次医療施設６０分圏域の拡大

改善
ペア数

脆弱度
(防災機能ランク)

累積脆弱度
の変化量

改善度
評価

整備前 整備後 通常時 災害時

74

(13)

0.75
［C］
1.00
［D］

0.22
[B]
0.85
[C]

▲1320.79

(▲193.05)

0.21

(0.09)

0.58

(0.15)
◎

■道路ネットワークの防災機能評価結果

注）上段の値は、いよ小松JCT～高知JCTを対象とした場合、
下段（ ）書きの値は事業化区間を対象とした場合の防災機能評価結果
※被災する拠点の最寄りインターチェンジを拠点とし評価

佐賀大方道路
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宿毛市
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宇和島港

いよ小松JCT～高知JCT

図９ 整備後の防災機能ランク
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さ が し ま ん と さ が おおがた
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計画段階評価の審議経過

地域への

意見聴取

【意見聴取内容】

○ルート帯案

○インターチェンジの設置
位置

◆聴取方法
〈ヒアリング〉
対象者：関係自治体、

団体、
道路利用者

〈アンケート〉
対象者：地域住民、企業、

道路利用者
〈説明会〉
対象者：地域住民

第１回
四国地方小委員会

【審議事項】

■計画段階評価手続きの
進め方（案）

１．評価対象区間

２．地域の現状と課題

３．道路の現状と課題

４．政策目標（案）

５．意見聴取方法（案）

地域への

意見聴取

【意見聴取内容】

○地域の課題

○課題を解決するための
道路の役割

◆聴取方法
〈ヒアリング〉
対象者：関係自治体、

団体、
道路利用者

〈アンケート〉

対象者：地域住民、企業、

道路利用者

第２回
四国地方小委員会

【審議事項】

１．前回の審議内容

２．第１回意見聴取の結果

３．対応方針（案）の検討

４．第２回意見聴取方法
（案）

対
応
方
針
の
決
定

（概
略
ル
ー
ト
、
構
造
）

【平成25年12月11日】 【平成26年 2月 4日
～平成26年 2月24】

【平成26年 6月5日】 【平成26年 9月24日
～平成26年10月22】

第３回
四国地方小委員会

【審議事項】

１．前回の審議内容

２．第２回意見聴取の結果

３．対応方針（素案）の検討

４．自治体への
意見照会結果

５．対応方針（案）の
まとめ

【平成27年 3月18日】
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1.14倍

0.76倍

H20年を1.0として算定
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○南海トラフ地震(M8以上の地震は今後30年で60～70％の発生確
率)に伴う津波浸水により、現道(国道56号)が寸断され、黒潮町か
ら四万十市間の緊急輸送道路が未確保。（図1）

○高知県西南地域から第３次医療施設への移動は約２時間も要し、迅速な治療が受けられな
い。さらに、第２次医療施設への搬送時にも、急カーブや急勾配箇所が多数あり、患者の負
担となっている。 (図2)

高知県西南地域における計画段階評価

１．高知県西南地域の課題

①南海トラフ地震時に予想される津波被害

②高速ネットワークが未整備

３．政策目標

２．原因分析

①唯一の幹線道路が津波浸水地域を通過

②救急医療機関へのアクセス

①南海トラフ地震に備えた信頼性の高いネットワークの確保
②救急医療機関への速達性の向上・安静搬送の実現
③速達性・走行性の向上により産業振興を支援
④地域間の交流促進により広域的な観光振興を支援

○高知県西南地域には第３次医療施設がなく、救急患者の搬送先は第２次医療施設である幡
多けんみん病院に依存している状況の中、佐賀～四万十間を通過する幡多けんみん病院
への救急搬送は年々増加傾向にあり、医療圏域を超えた管外搬送が常態化。（図6）

○四万十町中央IC以西の高速道路が未整備のため、速達性や安静搬送、輸送物資の品質保
持の確保が困難。さらに、幡多地域の観光資源を連携し、地域間交流の促進が困難。

図1 津波による国道56号の寸断予想個所

図2 高知県西南地域の救急医療施設

○南海トラフ地震において、国道56号における高知県高岡郡四万十町～四万十市（46km）間の
うち20ｋｍ（44％）の区間が津波浸水。高知西南地域における四国横断自動車道の事業中区
間が供用しても、依然として74％の津波浸水区間（津波最大浸水深18m）が残存。（図5）

高知県西南地域

香川県

高知県
愛媛県

徳島県

高知赤十字病院近森病院

高知医療センター

くぼかわ病院

渭南病院
大月病院

幡多けんみん病院

須崎くろしお病院

幡多保険医療圏

高幡保険医療圏

供用中区間

事業中区間

国道56号

第三次救急医療機関
第二次救急医療機関

宿毛市 三原村

土佐清水市
大月町

四万十市
黒潮町

四万十町

中土佐町

須崎市

土佐市

高知市

窪
川
佐
賀
道
路

中村宿毛道路

宿毛市

三原村

土佐清水市

大月町

四万十市

黒潮町

四万十町
須崎市

国道56号の佐賀～四万十間
（約27km）

急カーブ箇所 ３６箇所
急勾配箇所 ７箇所

当該地域から最も
近い第３次医療施
設でも、約110km

も離れている
津波による寸断予想箇所

供用中区間
事業中区間
未事業化区間

国道56号
計画段階評価対象区間

その他国道

佐賀(仮称）

四万十

図6 救急医療施設への搬送状況

【四万十町・黒潮町から幡多けんみん病院への救急搬送人員】

：黒潮消防署→幡多けんみん病院の搬送人員

：高幡消防組合→幡多けんみん病院の搬送人員

平成22年 平成23年 平成24年

290 298 308

(人)

宿毛市

三原村

土佐清水市大月町

四万十市

黒潮町

四万十町

中土佐町

梼原町

津野町
須崎市

幡多けんみん病院

佐賀～四万十間を通過する幡多
けんみん病院への救急搬送は

308人／年
高幡

消防組合

黒潮
消防署

41人/年

267人/年

※平成24年実績値

第二次救急医療機関

幡多保険医療圏

救急搬送人員(人)

高幡保険医療圏

供用中区間
事業中区間

未事業化区間

国道56号

計画段階評価対象区間

四
万

十
町

中
心

部
～

四
万

十
市

L=
46

km

四万十町中心部

四万十ＩＣ

図5 津波浸水区域を通過する国道56号
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○地域の水産物の、販路拡大には輸送時間の短縮が課題。国道５６号には、急カーブや急勾
配箇所が多数あり、品質低下を招く要因となっている。（図3）

③広域物流の速達性・走行性が不足

○高知県全体の観光客数が増加傾向の中、幡多地域の観光客数は増加に至っていない。（図4）

④観光客数の伸び悩み

図3 主な鮮魚輸送先までの距離と輸送時間 図4 幡多地域の観光客数の推移

土佐清水港

高知ＩＣ

：供用中区間

：事業中区間

：幡多地域

高知県全体では増加傾向も、
幡多地域は伸び悩み

主な活魚輸送先の高知市までの
輸送時間の短縮が課題

【土佐清水港～高知ＩＣ間】
移動時間：約159分
移動距離：約151km

○高知県全体
○幡多地域
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４．対策案の検討

高知県西南地域における計画段階評価

案①・② 標準断面図 案③ 標準断面図

（参考）当該事業の経緯等

【計画概要】
・一般国道路線名：一般国道56号
・区間：高知県幡多郡黒潮町佐賀～高知県四万十市右山
・概略延長：21.9km
・設計速度：80km/h
・標準車線数：2車線
・概ねのルート：図５案①のとおり

対策方針（案）
案①による対策が妥当

黒潮町四万十市

窪川佐賀道路

図５ 黒潮町佐賀～四万十市右山間における対策案検討

上川口ＩＣ(仮称)

案②

大方ＩＣ(仮称)

案③

（事業中）

四万十ＩＣ 佐賀ＩＣ(仮称)

至 宿毛市 至 高知市

浸水区間

浸水区間

浸水区間

案①

浸水区間

浸水区間 浸水区間

浸水区間

古津賀ＩＣ(仮称)

評価軸 案① 市街地（集落）との連絡性を優先するバイパス案 案② 区間延長を極力短くしたバイパス案 案③ 現道改良案
（現状の国道56号の急カーブ・道路幅等を改良する案）

整備目標 延長 約２２ｋｍ
８０km/hで走行できる自動車専用道路（２車線）

延長 約２０ｋｍ
８０km/hで走行できる自動車専用道路（２車線）

延長 約２７ｋｍ
６０km/hで走行できる一般道路（２車線）

【政策目標 ①】

地震・津波発生時

国道５６号の代わりとして利用できるか？ ○ 国道５６号の代わりとして利用できる × 現状の国道５６号を改良するため、代わりとはならない

地域の防災拠点施設への円滑な連絡が確保できるか？ ○ 円滑な連絡が確保できる
（案②より連絡距離が短い） △ 連絡が確保できる × 津波浸水影響を受けるため、連絡が確保できない

避難路と連携し、一時的に避難場所として活用できるか？ ○ 避難場所として活用できる
（案②より多く活用できる） △ 避難場所として活用できる × 津波浸水影響を受けるため、避難場所として活用できない

【政策目標 ②③④】

目的地までの移動

医療施設までの搬送時間や患者への負担は？
（急カーブや信号交差点等の影響） ○ 搬送時間の短縮や患者への負担軽減が見込まれる △ 搬送時間の短縮や患者への負担軽減は、さほど見込めない

市場までの輸送時間や商品の品質確保は？
（急カーブや信号交差点等の影響） ○ 輸送時間の短縮や商品の品質確保が見込まれる △ 輸送時間の短縮や商品の品質確保は、さほど見込めない

観光地への立寄箇所や滞在時間の増加は？
（広域的な時間短縮等） ○ 時間短縮により、立寄箇所や滞在時間の増加が見込まれる △ 時間短縮は小さく、立寄箇所や滞在時間の増加は、

さほど見込めない

自然環境
動物への影響は？ △ 影響の可能性がある △ 影響の可能性がある ○ 影響の可能性はあるが小さい

植物への影響は？ ○ 影響の可能性はあるが小さい ○ 影響の可能性はあるが小さい ○ 影響の可能性はあるが小さい

生活環境等

家屋などへの影響は？ △ 小さい（案②より大きい） ○ 小さい × 大きい

大気質及び騒音等の影響は？ △ 影響の可能性はあるが小さい（案②より大きい） ○ 影響の可能性はあるが小さい △ 影響の可能性がある

重要な史跡等への影響は？ △ 影響の可能性がある ○ 影響の可能性はあるが小さい ○ 影響の可能性はあるが小さい

事業期間 建設に要する期間は？ △ 長い（案②より短い） × 長い ○ 短い

経済性 建設に要する費用は？ △ 約９５０～１０００億円 × 約１０５０～１１００億円 ○ 約２５０～３００億円

総合評価 ○ △ ×

地元調整の状況等
平成25年12月 第1回四国地方小委員会 計画段階評価着手
平成26年 2月 第1回地域への意見聴取
平成26年 6月 第2回四国地方小委員会
平成26年9～10月 第2回地域への意見聴取
平成27年 3月 第3回四国地方小委員会

計画段階評価後の状況
平成28年10月 都市計画原案説明会（黒潮町、四万十市）
平成28年11月 都市計画案の公告・縦覧（高知県）
平成28年12月 都市計画審議会（高知県）
平成29年 1月 都市計画決定

地域の要望等
平成28年11月 高知県知事が石井大臣に早期事業化を要望
平成28年11月 四国横断自動車道高知県建設促進期成会が国土交通省に早期

事業化を要望
平成28年12月 高知県知事が国土交通省に早期事業化を要望
平成29年 1月 高知県知事、黒潮町長、四万十市長が国土交通政務官に早期事

業化を要望
平成29年 2月 高知県知事が財務省主計局次長に早期事業化を要望 20
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